
（1）　はじめに

昭和女子大学芦川研究室で行われていた海外都市広場調
査に初めて参加したのは 1991 年であった。それから四半
世紀余り，独自の歴史や文化を基盤として人々の生活の中
心となっている都市広場に出会い，外部空間の計画手法に
ついての分析を続けてきた。一方国内では，商業施設など
の中に計画的に設けられたパブリックスペースや駅空間に
ついて，調査研究対象としてきた。

2018 年にこれらの経験を踏まえ，再び国内の都市のオ
ープンスペースに目を向けた。きっかけは前年 12 月の東
京駅丸の内駅前広場のリニューアルオープンである。そこ
には，歩行者を中心とする人間のための空間が確保されて
いた。従来，多くの日本の駅前広場にはバスとタクシーの
ためのロータリーがあり，人々はそのまわりの隙間を歩い
ていた。実際，2000 年頃の駅空間の調査では，駅前広場
に人の活動のための十分な空間を見いだすことは難しかっ
たのである。

このリニューアルを契機として，当研究室は新たな研究
会を発足させ，事例研究をスタートした。今後，数年間に
わたり，日本の新しい事例を中心に調査研究を行い，その
蓄積によってデータベースを作成し，日本のオープンスペ
ース計画のための手法を見いだすことを目的とした研究を
継続する。

2018 年秋，研究会活動についての第 1 回展示を行った。
本稿では研究会活動と展示した 5 つの事例を紹介する。

（2）　研究概要

①　対象空間
オープンペースという言葉は，近年様々な場面で使用さ

れている。それは文字通りの空地の意味から，自由に開放
された空間を指す場合，また空間ではなく自由な活動や開
放行為自体を指す場合もある。学校建築やコミュニティ施
設などにおいては多目的空間やフレキシブルな対応が可能
な空間を指す。

本研究の対象空間とする都市のオープンスペースは以下
のように定義する。都市空間は建築物の建つ部分とそれ以
外の空地に大別することができる。空地には一般的に人間
の立ち入らない領域すなわち山林や河川，自動車専用道路
などと，それ以外つまり人間の活動の場となる領域がある。
本研究では後者の人間の活動の場となる領域をオープンス
ペースと定義し，研究の対象とする（図 1）。本研究会では
実際に見学することを前提としており，国内の事例を研究
対象とする。
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建築物の建っている領域

山林や河川、自動車専用道路など
一般的に人間の立ち入らない領域

オープンスペース（空地のうち人
間の活動の場となる領域）

図 1　都市のオープンスペース



②　研究会概要
研究会は生活機構研究科環境デザイン研究専攻および環

境デザイン学科金子研究室所属学生のうち，参加希望者に
よって構成される。2018 年度の参加者を表 1 に示す。

表 1　2018 年度広場・オープンスペース研究会参加者

所　属 氏　　　名

環境デザイン研究
専攻 1 年

髙野美波

環境デザイン学科
4 年

阿部桃子，大﨑 望，岡田美由紀，鈴木
斐南子，鈴木涼花，田中 雅

環境デザイン学科
3 年

井上耀，今村美花，大矢日菜，木村乃衣，
桐原佐和，齊藤実佳，田邉里帆，豊嶋真
喜，西岡明莉，平野恵梨，望月シエナ

研究会では 2 週間に 1 回ほどのペースで勉強会を開催し
ている。発足時にはまず関連する文献によってオープンス
ペース研究の学習をし，近年の社会の傾向を把握すること
から始めた。そして各自が事例を持ち寄る，あるいは雑誌

「新建築」の過去 10 年分より，対象となる事例をピックア
ップし，それらを web などにより文献調査し，見学対象
とすべきかを検討する。見学対象の基準としては，前述オ
ープンスペースの定義に一致するもので，人間の活動が積
極的に行われているもの，空間として新しいあるいは特徴
的な試みが見られるものとした。それは将来的に日本のオ
ープンスペースの計画手法を見いだすために必要であると
考えたからである。
③　研究方法

勉強会でピックアップした事例について見学会を行う。
見学会に際しては担当者が概要を記したしおりを作成し，
事前学習を行う。見学後はオープンスペースについての観
察結果や意見を出し合い，オープンスペースの特徴を見い
だすための視点を探る。

将来的な研究方法として，見いだされた視点によってよ
り精度を上げた調査が必要になる可能性があるが，現段階
では観察を主体としたものとしている。
④　見学内容

事前に文献や web ページにより対象空間の概要を把握
し現地では観察や撮影を行う。観察の対象は，空間の使わ
れ方，人の動き，しつらえ，装置，サイン等であり，これ
らについて気づいた場面を各自が記録・撮影する。

（3）　見学結果

2018 年度は 9 回の見学会で 37 カ所のオープンスペース
見学を行った。2018 年度に見学会を実施した対象空間の
名称と所在地を表 2 に，その概要を表 3 に示す。
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表 2　2018 年度見学実施空間の名称・所在地

事例 No. 対象空間の名称 所　在　地

18-01 東京駅丸の内駅前広場 東京都千代田区丸の内

18-02 大手町タワー　大手町の森 東京都千代田区大手町

18-03 大手町フィナンシャルシティグラン
キューブ　大手町仲通り，アトリウム 東京都千代田区大手町

18-04 丸の内仲通り 東京都千代田区丸の内

18-05 丸の内ブリックスクエア一号館広場 東京都千代田区丸の内

18-06 東京国際フォーラム 東京都千代田区丸の内

18-07 中央区立泰明小学校・数寄屋橋公園 東京都中央区銀座

18-08 GINZA SIX ガーデン 東京都中央区銀座

18-09 赤坂アークヒルズ　カラヤン広場 東京都港区赤坂

18-10 赤坂インターシティ AIR　インタ
ーシティガーデン 東京都港区赤坂

18-11 赤坂サカス　Sacas 坂・Sacas 広場 東京都港区赤坂

18-12

東京ミッドタウン　プラザ，キャノ
ピー・スクエア，コートヤード，ガ
ーデンテラス，ミッドタウン・ガー
デン，芝生広場

東京都港区赤坂

18-13 国際連合大学前広場 東京都渋谷区神宮前

18-14 LA COLLEZIONE 東京都港区青山

18-15 プラダブティック青山 東京都港区青山

18-16 東京スカイツリー　ソラマチひろば 東京都墨田区押上

18-17 リバーピア吾妻橋　にぎわい広場，
ふれあい広場，うるおい広場 東京都墨田区吾妻橋

18-18 隅田公園 東京都台東区花川戸

18-19 浅草寺 東京都台東区浅草

18-20 浅草文化観光センター　展望テラス 東京都台東区雷門

18-21 姫路駅北にぎわい交流広場 兵庫県姫路市駅前町

18-22 代々木 VILLAGE by kurkku 東京都渋谷区代々木

18-23 としまエコミューゼタウン 東京都豊島区南池袋

18-24 南池袋公園 東京都豊島区南池袋

18-25 目黒天空庭園，オーパス夢ひろば 東京都目黒区大橋

18-26 用賀プロムナードいらかみち 東京都世田谷区用賀，
上用賀

18-27 二子玉川ライズ　ガレリア，中央広
場，リボンストリート 東京都世田谷区玉川

18-28 溝の口西口商店街 神奈川県川崎市高津区
溝口

18-29 たまプラーザテラス 神奈川県横浜市青葉区
美しが丘

18-30 グランツリー武蔵小杉　屋上庭園 神奈川県川崎市中原区
新丸子東

18-31 センターロード小杉 神奈川県川崎市中原区
小杉町

18-32 法政通り商店街 神奈川県川崎市中原区
小杉町

18-33 川崎駅東口駅前広場 神奈川県川崎市川崎区
駅前本町

18-34 ラゾーナ川崎　ルーファ広場 神奈川県川崎市幸区
堀川町

18-35 クロノゲート（ヤマト運輸の物流施設） 東京都大田区羽田旭町

18-36 トコトコダンダン 大阪府大阪市西区
立売堀

18-37 栃木市巴波川沿い　蔵の街遊歩道 栃木県栃木市倭町，湊町



─ 56 ─

事例 No. 対象空間の名称 施設機能 施設と空間の概要 観察結果（抜粋）【見学日】

18-01
東京駅丸の内
駅前広場

駅前広場

駅前広場の交通機能を確保しながら首
都東京の「顔」空間として，2017 年
12 月に丸の内駅前広場がオープンし
た。この完成により「信任状捧呈式」の
東京駅から皇居へのルートが復活した。

広々，開放的，適度な緑，気持ちよい空間であった。／
多くの観光客や外国人が多数記念撮影をしていた。／中
心部には人が多いが，縁辺部には少なかった。／ベンチ
があまり使われていない。／皇居に向かう軸線は通常は
道路が遮断していて途切れている。 【4 月 7 日（土）】 

18-02
大手町タワー
大手町の森

オフィス，
商業施設

建物は高層部のオフィスとホテル，地
下の商業施設「OOTEMORI」で構成
されている。2014 年に竣工した高層
ビルであり，公開空地には「大手町の森」 
という約 3600 m2 の森が作られており，
これらはヒートアイランド現象緩和や
土壌の保水効果の機能を持っている。

都会の森という印象であった。／晴天，平日の様子は異
なると考えられる。／地形（崖）と樹木の組み合わせ方
が上手いデザインとなっている。／高低差を利用してレ
ベルの異なる空間を設けることで，2 つの趣の異なる空
間ができていた。上は通路，下は座ってサンドウィッチ
を食べるような場所であった。 【4 月 7 日（土）】 

18-03

大手町フィナ
ンシャルシテ
ィグランキュ
ーブ　大手町
仲通り，アト
リウム

オフィス，
商業施設

2016 年に竣工したオフィスビルであ
る。日射制御や自然換気を誘発する仕
組みを利用しているほか，災害時にも
対応できる機能を備えている。丸の内
仲通りの賑わいを延伸する大手町仲通
りに歩行空間を延長させた事例である。

サウスタワービル正面は道路に面しているのでベンチに
腰掛けにくい。ベンチが置物のようであった。／大手町
仲通りは整備・デザインされているが禁止事項が多い。
／ベンチに腰掛けると眺めの良い配置になっていないこ
とがわかった。 【4 月 7 日（土）】

18-04 丸の内仲通り 通り

オフィス街の一層を商業施設とし，高
級ブランドショップが建ち並んでいる。
けやき並木が続いていて歩道が広く，
カフェのオープンテラスが設けられて
いる。ストリートマーケットが行われ
ることもある。

見学時フリーマーケットが行われていたが天候が悪かっ
たので人の活動の判断ができない。／まわりの通りと出
店者は関連していない。店は車道に出店していた。／け
やき並木があることで，周囲のビルとは切り離した空間
ができあがっていた。 【4 月 7 日（土）】

18-05
丸の内ブリッ
クスクエア一
号館広場

商業施設

2009 年に復元された三菱一号館と地
上 34 階建ての丸の内パークビルディ
ングに挟まれた中庭空間である。植
栽・噴水・彫刻が配され，多くの人の
憩いの空間となっている。

天候（曇）の割には人がいて，ベンチに腰掛けている，
立ち話をしている人の姿が多数見られた。／周囲の建築
物によって囲まれた空間になっているので，独立した空
間として感じられた。／よくある公開空地はビルの間の
通路だったりするが，ここは周囲の建物に囲まれた規模
が人間のスケールに合っている。／植栽，ベンチ，噴水，
それらの要素の組み合わせによって，視線の向きのコン
トロールができている。 【4 月 7 日（土）】

18-06
東京国際フォ
ーラム

国際会議
場

1989 年に行われた国際公開設計コン
ペによって選ばれたラファエル・ヴィ
ニオリの設計による。5 つのブロック
に分けられたホール，会議室施設であ
る。ガラスに覆われた大きな吹き抜け
空間が各施設のロビー空間となってい
る。

広すぎて人が集う感じがしなかった。／天空なのに日が
さすイメージがもてなかった。空間全体が日陰の印象が
強い。／以前観劇で訪れた時は人が多く狭いと思ったが，
人がいないと大きなスペースなのだと思った。（使用人数

の最大値を収容可能な施設設計とした場合，人が少ない時には

ボリュームが余る。） 【4 月 7 日（土）】

18-07
中央区立泰明
小学校・数寄
屋橋公園

学校，
公園

大正 12 年の関東大震災によって被災
した小学校を RC 造 3 階建に再建した

「復興小学校」の中の一例である。隣
接した公園は東急プラザ銀座店と合わ
せて 2016 年にリニューアルした。

校庭の一部を公園として開放していた。／都心部の小学
校ならではの空間利用である。／ビルや高速道路に囲ま
れた狭い敷地であるが，公園，開放校庭，校庭と上手く
オープンスペースがつながっていた。 【4 月 7 日（土）】

表 3　2018 年度見学実施空間の概要
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事例 No. 対象空間の名称 施設機能 施設と空間の概要 観察結果（抜粋）【見学日】

18-08
GINZA SIX
ガーデン

商業施設

松坂屋銀座店跡地を中心とした 2 街区
を統合し 2017 年 4 月に開業した。商
業施設，大規模オフィス，能楽堂など
多様な都市機能を内包する複合施設で
ある。屋上庭園ガーデンは森林ゾーン，
イベント対応可能な芝生，水盤からな
る。

360°銀座の町を見渡せる。／隣のビルの屋上や裏側など
地上からは見えない景色が見える。／見られる建築であ
ると同時に銀座を見る建築空間である。
 【4 月 7 日（土）】

18-09
赤坂アークヒ
ルズ　カラヤ
ン広場

商業施設

17 年の年月をかけて都市と自然の共
存を掲げ一体的に開発された都市空間
である。オフィス，住居，ホールなど
があり広場ではマルシェなど多くの催
し物が開催される。

市場が開催されていた。／安心感があった。／首都高が近
いのに車を感じさせない独立した空間となっていた。／
空間に偶然出会うことはない広場と感じた。目的を持っ
て行く広場である。 【4 月 14 日（土）】 

18-10

赤坂インター
シティ AIR　
インターシテ
ィガーデン

オフィス，
会議場，
商業施設
等

高層のオフィスビルであり，公開空地
である約 5000 m2 の庭に囲まれるよう
に建てられている。赤坂の起伏を活か
し，8 つの飲食店を内包している。

空間全体の規模は大きいが，同じような空間（木々の多
い遊歩道）が続くため，空間の変化がなく，使い方もよ
くわからなかった。／高低差はあった。／使い方の設定が
曖昧な印象だった。 【4 月 14 日（土）】

18-11
赤坂サカス　
Sacas 坂・
Sacas 広場

放送局，
商業施設

放送局の公開空地である。季節ごとの
催し物が行われる。

建築物の構成によってオープンスペースをつくった例で
ある。／広場でイベントが行われていたらもっと人出が
あったかもしれない。／各種施設に来ることを目的とし
た人が，付属する庭として使っている空間である。／新
しいデザインの店が並ぶ空間であるが，人間の活動はあ
まり見られなかった。 【4 月 14 日（土）】

18-12

東京ミッドタウ
ン　プラザ，キ
ャノピー・スク
エア，コートヤ
ード，ガーデン
テ ラ ス，ミ ッ
ド・タウンガー
デン，芝生広場

ホテル，
オフィス，
商業施設
等

周辺一体的な都市開発であり，周囲は
芝が敷かれ起伏のある広場となってい
る。ピクニックや散歩をしている人も
多く，ヨガなどのイベントも多数行わ
れている。

敷地が広いため，公園風，通路状など様々なオープンス
ペースを内包していると感じた。／遊具がアートだった
ことが印象的である。／複数の空間があることから，選
択肢の幅が広い。 【4 月 14 日（土）】

18-13
国際連合大学前
広場

学校

丹下健三によって設計された大学であ
る。青山通りに面していてピロティが
中庭と連続しており，週末にはイベン
トが開催されていることが多く，多く
の人で賑わっている。

道路側の市場は毎週開催されている。／奥の中庭空間で
は毎週異なるジャンルのイベントが行われているよう。
／見学時催されていたコーヒーイベントは人が多すぎた。
／建築物・空間としては特に工夫がされている空間では
ない。／イベントの内容と場所性であれほど賑わってい
たのか。 【4 月 14 日（土）】 

18-14
LA 
COLLEZIONE

イベント
会場，商
業施設

安藤忠雄の設計による複合商業施設で
ある。建築に階段やブリッジが複雑に
取り込まれ，回遊性を生み出している。
様々な角度からの自然光が多様な表情
を見せる。

屋内なのか屋外なのか，どちらともいえない空間がオー
プンスペースとなっている。／平面構成は単純な幾何学
図形の組合せによるものだが，実際に空間体験してみる
と複雑な空間が生まれている。／光と影が意識された建
築である。 【4 月 14 日（土）】

18-15
プラダブティ
ック青山

商業施設

2003 年に竣工した商業施設である。
凹と凸状の菱形のガラスがランダムに
配され，オブジェのような建築である。
ビルの足下には広場が設けられている。

入口に設けられたプラザ（広場）にはプラダの買い物客
以外の姿も見られた。／隙間なくビルが建ち並ぶ街並み
の中で小さなスペースではあるが空間が抜ける場所であ
る。／プラダのビルの人工的なデザインとヒューマンス
ケールの空間が対照的である。 【4 月 14 日（土）】
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事例 No. 対象空間の名称 施設機能 施設と空間の概要 観察結果（抜粋）【見学日】

18-16
東京スカイツ
リー　ソラマ
チひろば

電波塔，
オフィス，
商業施設

スカイツリーの足下で，低層の商業施
設に囲まれている半円状の広場である。
夏場は中央にある噴水で子どもが水遊
びをするような空間である。

家族連れが多く，子どもが遊ぶ姿が見られた。親は木陰
にいた。／広場に来ることだけに目的があるのではなく，
スカイツリー全体に来ることが目的のように思えた。／
道路際に自転車が多かった。近所から来る人が多いと思
われる。／広場周りは飲食店が多く子ども連れには便利
であると考えられた。／周囲の店は子ども向けというわ
けではなくこの広場が必ずしも子どもの遊び場として作
られたわけではないと感じた。／夜は通行する人のみの
風景である。 【6 月 9 日（土）】

18-17

リバーピア吾
妻橋　にぎわ
い広場，ふれ
あい広場，う
るおい広場

集合住宅，
商業施設，
区役所

諸機能を持った高層ビルの足下の空間
に設けられた異なる名称の 3 つの広場
空間である。

大階段が印象的だったが，建物へのエントランスなのか
休憩するためのスペースなのか疑問に思った。／あまり
活用されている様子はなかった。／「うるおい広場」は閑
散としていた。空間形態からするとイベントなどが行わ
れるのかもしれない。 【6 月 9 日（土）】

18-18 隅田公園 公園

政府が関東大震災後に公園緑地の防災
上の重要性を認知し，整備した公園の
ひとつである。隅田川を挟んだ両岸に
約 1.3 km に及ぶ「臨川公園」として
設けられた。

首都高の高架下のため日陰になっており，人々の休憩ス
ペースとなっていた。／整備されている場所とそうでな
い場所があった。／整備されている場所でもあまり人は
いなかった。／人が集まっているのはコーヒー店周辺と
公園の一部だった。 【6 月 9 日（土）】

18-19 浅草寺 寺社境内

浅草寺の起源は 628 年に遡る。江戸時
代から続く行事として三社祭が行われ
ている。雷門から続く仲見世通りは，
境内への参道であり，多くの人で賑わ
う空間である。

仲見世通りは人が多かった。対して境内は広いが（仲見
世通りに比べると）人はまばらだった。／外国人，比較
的年齢層が高い人，写真撮影する人が多かった。／本堂
付近は外国人率が減ったように思った。
 【6 月 9 日（土）】

18-20
浅草文化観光
センター　展
望テラス

観光案内
施設

2012 年，隈研吾設計で雷門の向かい
に建てられた観光案内所である。敷地
は 326 m2 と狭小だが様々な機能が内
包されている。屋上の展望テラスから
は浅草寺や仲見世通り，スカイツリー
などが一望できる。

浅草は人が多くて暑いイメージだが，木の外装によって
涼しい印象をもった。／充電スポット，WiFi 完備のため，
外国人が利用していた。／最上階のオープンスペースで
椅子に座る人が多く疲れている様子だった。／屋上から
浅草やスカイツリーの景色を眺めることができた。観光
情報の発信だけでなく，展望施設としても機能している
ようであった。／最上階のレストランと隣のオープンス
ペースが連動していなかった。 【6 月 9 日（土）】

18-21
姫路駅北にぎ
わい交流広場

駅前広場

駅北側の広場はバスやタクシーの交通
機能を保持し，それらの喧噪から独立
したキャッスルガーデン（地下広場）
が設けられた。キャッスルビューは城
と駅の同一軸線上の立地を活かして設
けられた展望施設である。

交通ロータリーと広場が一体整備され雰囲気が統一され
ていた。／地下の広場では，高低差や壁・階段があるこ
とで他者との距離がほどよく保てる。／高低差があるこ
とで視界が上手く棲み分けられていた。／観光客対応と
市民生活に対応した空間が共存していた。
 【9 月 6 日（木）】

18-22
代々木
VILLAGE 
by kurkku

商業施設

代々木ゼミナールの跡地に設計された
商業建築であり，代々木駅からすぐの
場所にある。植物園を内包し，夏には
ビアガーデンなどのイベントが行われ
ている。

代々木駅からも近く便利な場所である。／都会の小さな
スペースに様々な工夫が施された空間が作られている。
／見学時悪天候のためあまり人がいなかった。
 【9 月 25 日（火）】

18-23
としまエコミ
ューゼタウン

区役所

区民に開かれた新しい庁舎として
2015 年に誕生した豊島区庁舎である。
9 階までの下層階を豊島区が使用し，
上層階は分譲マンションとなっている。

区役所スペースも余裕をもった建築になっていた。／見
学時悪天候のため 10 階の屋上庭園には出ることができ
なかった。 【9 月 25 日（火）】
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事例 No. 対象空間の名称 施設機能 施設と空間の概要 観察結果（抜粋）【見学日】

18-24 南池袋公園 公園

2016 年 4 月にリニューアルオープン
した公園である。日常的には人々の憩
いの場であり，災害時には帰宅困難者
のサポートなど防災拠点施設の役割も
担う。

ビルに囲まれているが開けた空間には逆に安心感があっ
た。／会社帰りの集団やファミリー，カップル，学生な
ど様々な世代の人が集まっていた。／一日観察して時間
帯により異なる顔を持つ空間だった。／イベント時のゴ
ザ等の貸出が新鮮だった。（5 ／ 21）
 【5 月 21 日（月）・9 月 25 日（火）】

18-25
目黒天空庭園，
オーパス夢ひ
ろば

高速道路
ジャンク
ション

目黒天空庭園は大橋ジャンクションの
上に作られた公園で植栽豊かで見晴ら
しのよい空間である。オーパス夢広場
は巨大な壁に囲われた広場で人工芝が
敷かれておりサッカー等のスポーツが
できる。双方とも車両の進入の危険性
がないため安全性が高い。

屋上庭園と図書館とマンションの 3 つ異なる建物が繋が
っていて自由に行き来ができるようになっていた。／自然
豊かで居心地がいい空間になっていた。／庭園はカーブ
しており，場面が区切られ子どもたちが走っているとこ
ろもあれば，落ち着いて静かに過ごしている人がいると
ころもあった。／高速道路の重なりの合間から青空が見え
たり，光が空間に落ちていたところが良かった。／立体
的なジャンクションを広場やコートとして利用している
都会ならではの特徴的な例である。 【10 月 27 日（土）】

18-26
用賀プロムナ
ードいらかみ
ち

遊歩道

産業活性のためにコミュニティが分断
された住宅街の既存の道路を利用し，
自動車によるアクセスを残しながら歩
行者向けに整備された道路である。子
どもが遊べるような水辺やオブジェが
数多く並んでいる。

車道なので，車も通っていた。／老朽化が進んでおり使
われていない空間が目立っていた。／床面の舗装に様々
な工夫があり下を向くのが楽しかった。／ただ歩くとい
う行為だけでない楽しい空間だと感じた。
 【10 月 27 日（土）】

18-27

二子玉川ライ
ズ　ガレリア，
中央広場，リ
ボンストリー
ト

商業施設，
オフィス，
集合住宅

楽天の本社が移転し，商業施設や集合
住宅が一体的に開発されることで生活
において全ての機能が完結するような
まちとして整備された。広場が多く，
環境への配慮もされている。

訪れた時間帯は日暮れであったが，人通りが多く広場で
はイベントが行われ賑わっていた。／芝生広場や川を臨
むデッキがあり人々が思い思いに過ごせる場所が作られ
ている。／駅→商業施設→マンション→公園の順で構成
されており，奥に行くに従って自然が増え人が減る印象
であった。 【10 月 27 日（土）】

18-28
溝の口西口商
店街

商店街

元々は戦後の闇市で，現在もその佇ま
いがうかがえるような商店街である。
2007 年に火事でかなりの被害があっ
たが，商店街は現存している。

鋭角な土地に構える八百屋は存在感があった。／狭い道
でありながらも自転車やバイクが勢いよく通り抜けてい
くので注意が必要であった。／商店街の奥に覗くマンショ
ンの新旧の対比が興味深かった。 【10 月 27 日（土）】

18-29
たまプラーザ
テラス

鉄道駅，
商業施設

たまプラーザ駅直結の商業施設であり，
広い歩行空間が設けられている。中央
に人工芝を敷いた空間があり，休日は
イベントが行われることもある。

まわりのショップの入り口はほとんどこのオープンスペ
ースに向かって開いているので方向性が統一されている。
／駅と直結しておりショッピングしながら駅内の電車を
見ることができるのが驚きだった。／子どもの遊び場も
あり周辺住民はここで生活が完結できるように感じた。
 【10 月 27 日（土）】

18-30
グランツリー
武蔵小杉　
屋上庭園

商業施設

商業施設の屋上（約 4300 m2）が庭園
として整備されている。遊具が数多く
並んでおり，武蔵小杉に住む子どもた
ちの遊び場となっている。

予想以上に人が多かった。／地域産業を活かした遊具が
設置されていて，周辺地域とのつながりを感じた。／遊
び方が限定されている遊具が多い印象であった。／この
地域では他に公園などの子どもが安全に遊べる空間がな
いことで，ここに人が集まっているようである。／足下
と見上げたときのギャップが大きい空間であった。
 【11 月 24 日（土）】

18-31
センターロー
ド小杉

商店街

武蔵小杉が工業地帯であった頃から続
く大衆居酒屋の多い通りである。都市
開発が行われる中で下町情緒が残って
いるエリアとなっている。

高層マンションと昔ながらの商店街の景観のコントラス
トが新鮮だった。／勝手に喫煙スペースとなっていると
ころがあり，男性が多数集まっていた。／想像していた
よりも庶民的な印象だった。 【11 月 24 日（土）】



以下にその 5 事例の概要と特徴を紹介する。なお各事例
の平面モデル図は地理院地図（文献 No. 33）および関連文
献，現地での観察を元に筆者らが作図したものである。地
上 1 階を基準としておおよその空間の形を示した。図中の
凡例を図 3 に示す。

（4）　事例紹介

見学会を行った事例の中から空間や人の活動の特徴的な
5 事例を選び，模型を制作し，2018 年 11 月の秋桜祭にて
展示を行った（写真 1，写真 2，図 2）。
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事例 No. 対象空間の名称 施設機能 施設と空間の概要 観察結果（抜粋）【見学日】

18-32
法政通り商店
街

商店街

以前は東京機械製作所や不二サッシの
大工場や社宅が建ち並び賑わいのある
商店街だったが，近年の都市開発で大
型商業施設の出現により賑わいを失い
つつある。

幅員が狭い道路に自転車・歩行者・車両が混在していた。
／思っていたより歩行者が多かった。／入り口のゲート
や床面の舗装が近年整備されたものかと思われるが他に
商店街としての統一感は感じられなかった。／学生やお
年寄りの方が多い印象であった。子育て世代は見られな
かった。 【11 月 24 日（土）】

18-33
川崎駅東口駅
前広場

駅前広場

2011 年に改修が行われ，歩車分離が
明確にされた駅前広場である。広い歩
行空間を設け，バスターミナルの上屋
を高い位置に架けることで視認性と開
放性のある空間を創出している。

大きな駅前広場でバス停から駅舎まで距離がありコンパ
クトに利便性を追求できなかったのかと感じた。／駅構
内からの動線がガラスの箱によって分断されている。／
建物や屋根が多く，広場的なもの（緑など）がほとんど
無い。／駅前空間の整備は，人の通り道を作ったという
印象であった。広場ではない。 【11 月 24 日（土）】

18-34
ラゾーナ川崎　
ルーファ広場

商業施設

川崎駅直結の商業施設であり，商業施
設に囲われるようにルーファ広場があ
る。広場は以前は駅への動線としての
利用が多かったが，人工芝を敷くこと
で人が集う空間へと変化を遂げた。

ルーファ広場に芝生が敷かれたということで楽しみにし
て行ったが，人工芝のシートを上置きしただけであった。
／改修工事前のルーファ広場との差が感じられなかった。
／イベント重視の空間だと思われる。
 【11 月 24 日（土）】

18-35
クロノゲート

（ヤマト運輸
の物流施設）

物流施設

荷物はここに集め仕分けされ，適切な
手段で目的地へと配送される。周辺住
民への配慮として地域貢献ゾーンを設
け，自由に利用できる外部空間や，体
育館，保育園，カフェなどを提供して
いる。

周辺住民への地域貢献のための空間と考えられるが，あ
まり活動できるような空間ではなかった。／車両と人の
ための空間の歩車分離が完全に行われていた。／敷地外
の緑地と一体化しているという事前情報があったが，実
際は周辺とのつながりはあまり感じられなかった。／一
般的に工場や倉庫は町とは関係なく立地している印象が
あるがここは町に開かれていた。／施設全体が作り込ま
れている印象であった。そのため，空間の機能が限定さ
れていると思われた。 【12 月 8 日（土）】

18-36
トコトコダン
ダン

遊歩道

埋め立て河川の一部と防潮堤を含む護
岸を整備した雛壇状の広場である。水
と町の境目を面的に緩やかに繋いでお
り，防災と人との関わり方としての新
しい提案となっている。

見学時天候が悪く屋外活動をする人の姿は見られなかっ
た。／周辺は町工場が並ぶ下町的な場所であったが高層
の集合住宅もあり，天候が良ければ家族連れなどの利用
があるのではないかと思われた。 【3 月 7 日（木）】

18-37
栃木市巴波川
沿い　蔵の街
遊歩道

遊歩道

栃木市は江戸時代より日光例幣使街道
の宿場町として栄えた。巴波川沿いは
蔵造りの街並みの残る地域である。

川沿い東側は歩行者の空間となっていたが対岸は車両も
通行できる空間で，車両が通る度に避けなくてはならな
い空間であった。／横山郷土館前の巴波川の分節点河岸
はベンチや案内板が整備されており，河岸には川の水に
触れられるような親水空間が設けられていた。
 【3 月 20 日（水）】



観察結果（2018 年 4 月 7 日）

天候（曇）の割には人がいて，ベンチに腰掛けている，立
ち話をしている人の姿が多数見られた。／周囲の建築物に
よって囲まれた空間になっているので，独立した空間とし
て感じられた。／よくある公開空地はビルの間の通路だっ
たりするが，ここは周囲の建物に囲まれた規模が人間のス
ケールに合っている。／植栽，ベンチ，噴水，それらの要
素の組み合わせによって，視線の向きのコントロールがで
きている。

②　南池袋公園（No. 18-24）

南池袋公園は JR 池袋駅から徒歩 5 分ほどのところにあ
る豊島区の公園である。第二次世界大戦の戦災で焼け野原
となった跡に区画整理事業で誕生した。現在の開園時間は
午前 8 時から午後 10 時となっている。

公園は「大きな芝生のある都市のリビング」をコンセプ
トに 2016 年 4 月にリニューアルオープンした。人々の活
動の場となる芝生広場を中心に，地域活動の拠点となる多
目的広場，生産者と消費者の食を介したつながりを目指し

①　丸の内ブリックスクエア一号館広場（No. 18-05）

東京都千代田区丸の内は日本を代表するオフィス街とし
て知られている。三菱一号館は丸の内オフィス街に最初の
オフィス建築としてジョサイア・コンドルによって建てら
れた（1894 年竣工）。その後高度成長期の 1968 年に解体さ
れたが，2009 年復元された。新たな三菱一号館には美術
館が設けられ，オフィス街の印象が強かった丸の内の新し
い顔となっている。また丸の内ブリックスクエアは地上
34 階建ての丸の内パークビルディングの低層部の商業施
設である。一号館広場はその三菱一号館と丸の内ブリック
スクエアに囲まれた中庭空間である。植栽，噴水，彫刻が
配され，曲線を用いた平面構成によって面的な広場を形成
している。オフィス街で働く人だけでなく，観光客，美術
館の前庭として憩いの場となっている。＊1
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写真 1　 2018 年度秋桜祭での
展示会場

写真 2　展示模型の一例

図 2　2018 年度秋桜祭で配布したチラシ

図 3　平面モデル図凡例
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写真 3　 丸の内ブリックスクエ
ア一号館広場全景

写真 4　 広場では多くの人が思
い思いの時間を過ごし
ていた。

0 50m

図 4　丸の内ブリックスクエア一号館広場平面モデル図



丸の内駅前広場は，駅の交通機能を確保しながら首都東
京の「顔」空間として，3 年間の整備工事を経て 2017 年
12 月オープンした。この広場の完成によって「信任状捧
呈式」（新任の外国の特命全権大使が信任状を天皇陛下に捧呈す

る儀式）の東京駅から皇居へのルートが復活した。東京駅
から皇居へは駅前広場と行幸通りが軸線状に整備されてい
る。＊3

観察結果（2018 年 4 月 7 日）

広々，開放的，適度な緑，気持ちよい空間であった。／多
くの観光客や外国人が記念撮影をしていた。／中心部には
人が多いが，縁辺部には少なかった。／ベンチがあまり使
われていない。／皇居に向かう軸線は通常は道路が遮断し
ていて途切れている。

④　GINZA SIX ガーデン（No. 18-08）

中央区銀座は日本を代表する繁華街である。ここは徳川
家康の江戸入城後埋め立てによって商業地となった。地名
は駿府の銀座（銀貨鋳造所）をこの地に移転させたことに
由来する。明治時代以降は高級専門店やデパートが建ち並

たカフェレストラン，ソメイヨシノの植えられたサクラテ
ラス，大きな滑り台のあるキッズテラスが整備され，多世
代が楽しめる空間として整備された。日常的には人々の憩
いの場であり，災害時には帰宅困難者のサポートなど防災
拠点施設の役割も担う。また地元住民が運営活動に参加し，
持続可能な公園経営を目指している。＊2

観察結果（2018 年 5 月 21 日）

ビルに囲まれているが開けた空間には逆に安心感があった。
／会社帰りの集団やファミリー，カップル，学生など様々
な世代の人が集まっていた。／一日観察して時間帯により
異なる顔を持つ空間だった。／イベント時のゴザ等の貸出
が新鮮だった。

③　東京駅丸の内駅前広場（No. 18-01）

辰野金吾設計による赤煉瓦建築東京駅舎が開業したのは
1914 年である。その後，第二次世界大戦の空襲による部
分消失と再建を経て 2003 年，駅舎は国の重要文化財に指
定される。2016 年 3 月時点の東京駅の 1 日あたりの平均
乗車人員は約 418,000 人である（参考文献 No. 9 による）。
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写真 ₇　 東京駅のシンボル赤煉
瓦駅舎

写真 8　 広場は皇居へと繋がる
軸線を形成している。

写真 5　 中央部の芝生は開放さ
れている。

写真 ₆　 木陰で過ごす人たちも
多い。

0 50m

図 5　南池袋公園平面モデル図
0 100m

図 ₆　東京駅丸の内駅前広場平面モデル図



⑤　姫路駅北にぎわい交流広場（No. 18-21）

国宝であり世界遺産にも登録されている姫路城には年間
約 180 万人（2017 年度，参考文献 No. 7 による）の観光客が
訪れている。その玄関口である JR 姫路駅北側の広場は姫
路城との関係を意識しながら再整備された。バスやタクシ
ーの交通機能を保持し，それらの喧噪から独立したキャッ
スルガーデン（地下広場）が設けられた。階段状の空間に
水路が配され，落ち着いた憩いの空間となっている。駅か
ら続く地下通路は催事場として使われることも多く，市や
展示が行われる。地上の広場ではライブイベントが行われ
る。キャッスルビューは城と駅の同一軸線上の立地を活か
して設けられた展望施設である。このキャッスルビューか
らは駅西側のバスターミナルへ 2F デッキを通ってアプロ
ーチできる。＊5

観察結果（2018 年 9 月 6 日）

交通ロータリーと広場が一体的に整備され雰囲気が統一さ
れていた。／地下の広場では，高低差や壁・階段があるこ
とで他者との距離がほどよく保てる。

び，東京の流行をつくる町となった。近年は都内他の商業
地の発展に伴いその地位が変化してきたが，現在は 2020
年の東京オリンピック開催に向けて景観整備が進んでいる。
高級ブランドの店舗も，次々とリニューアルオープンして
いる。

GINZA SIX は松坂屋銀座店跡地を中心とした 2 街区を
統合し 2017 年 4 月に開業した。商業施設，大規模オフィ
ス，能楽堂など多様な都市機能を内包する複合施設である。
屋上庭園は約 4,000 m2 銀座エリア最大の規模であり，多
様な樹種の森林ゾーン，イベント対応可能な芝生，潤いを
もたらす水盤からなる。地上の繁華街とは異なる開放感の
ある空間である。＊4

観察結果（2018 年 4 月 7 日）

360°銀座の町を見渡せる。／隣のビルの屋上や裏側など地
上からは見えない景色が見える。／見られる建築であると
同時に銀座を見る建築空間である。
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写真 ₉　 GINZA SIX の屋上に
設けられたガーデン

写真 10　 地上の喧噪とは切り離
された憩いの空間であ
る。

図 ₇　GINZA SIX ガーデン平面モデル図

写真 11　 地上より低いレベルに
設けられた交流広場

写真 12　 サンクンガーデンには
水や緑が配されている。

EV

0 50m

図 8　姫路北にぎわい交流広場平面モデル図
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 （かねこ　ともみ　　環境デザイン学科）　　　　　　　　　　　
 （たかの　みなみ　　生活機構研究科環境デザイン研究専攻 2 年）

（5）　おわりに

冒頭で述べたように，都市の外部空間に興味をもち，調
査に参加してから足かけ 30 年近くになる。この間，海外
の都市広場だけでなく，国内敷地内広場（PUS），駅，街
区内路地空間と，国内外の様々なオープンスペースを目に
してきた。30 年前の日本の都市空間は，商業施設の中な
どに部分的に人間の活動の場所が設けられてはいたものの，
活動自体が制限されていたものも多かった。祭りやイベン
トの際に交通規制によって道路が一時的に人の活動のため
の空間として開放されることはあっても，常時人々が自由
に使えるオープンスペースは限られていた。

今日，都市ではより多様な空間において人々の活動が行
われるようになっている。それを可能にした要因としてま
ず挙げられるのが，空間デザインが充実してきていること
だろう。以前はとにかく公開空地としてスペースを確保し，
せいぜい植栽やベンチを置く程度であったのに対し，近年
の空間ははるかに積極的にデザインされるようになった。
建築家が屋外空間のデザインに関わる機会も増えている。
さらにもう一つの要因として，都市の屋外空間での活動に
対する人々の意識が変わってきたことを挙げてもよいだろ
う。関連する書籍も多く，雑誌が取り上げる記事も多い。
社会全体が変化していると考えられる。

こうした流れの中で，オープンスペースの研究会活動の
継続は，日本の都市空間の新しい可能性を探る意味におい
ても意義深いことと考えている。

＊1　参考文献 No. 1 による。／＊2　参考文献 No. 1, 3 による。
＊3　参考文献 No. 1, 2, 5, 9 による。
＊4　参考文献 No. 1, 4, 6 による。／＊5　参考文献 No. 7, 8 による。
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